
令和５年度 複式教育推進指定校事業 

邑南町立口羽小学校 公開授業 
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５・６年 算数 

5 年「整数の性質を調べよう」 

6 年「角柱と円柱の体積の求め方を 

考えよう」 

田邊 治生 

浜田教育事務所 
指導主事兼企画幹 

鶴野 公昭 



Ⅰ 研究概要 

１ 学校教育目標 

すすんで学び 人とつながって のびる子どもの育成 

  〈めざす児童像〉 

わくわく学ぶ子 
自分から進んで学び，最後までやりぬく子 

自分の考えを伝え，友達と学び合う子 

にこにこつながる子 
自分や相手を大切にする子 

笑顔で人とつながる子 

いきいき育つ子 
進んで運動し，体力をつける子 

健康で安全なくらしをつくる子 

口羽が大好きな子 
ふるさとのことを知る子 

ふるさとのことを伝える子 

２ 研究主題 

読解力を高める指導の工夫 

「考える力・表現する力を育てる授業づくり」 ～間接指導の場面に着目して～ 

３ 主題設定の理由 

令和 4 年度より「読解力」を高めるための指導の工夫を探るために「国語科」を中心として研究に

取り組んできた。昨年度は，「語彙力」「文を構成する要素の関係を理解する力」「指示代名詞が何を

示すのかを理解する力」の３つに焦点をあて授業実践を重ねた。 

その結果，「言葉」に関心をもち，自主的に国語辞典を開く児童が増え，文の中の主語・述語に着目

して読みを進めたり，指示代名詞を的確に捉えたりする児童が増えた。一方で，語彙の獲得や文法事

項の理解などだけで終わっていないかという課題が浮き彫りになった。児童の実態として学力的な課

題があり，理解できるようにするための支援は欠かせない。しかし，分からなさの表出も含めて自ら考

えて表現しようとする場の中でこそ，理解を深めながら読解力を高めていけるのではないかと考えた。

知識・技能と思考・判断・表現力が一体となった学びである。 

そこで，今年度は，「読解力」を高め，さらにその力を活用する場面に着目し，「算数科」の学習を中

心に取り組むこととした。 

 

 

【 知識・技能と思考・判断・表現力が一体となった学びのイメージ例】（図形領域では）

長方形   C：こことここは同じ長さでしょ。 

 C:ここって,この「辺」とこの「辺」のこと？ 長さが「等しい」ね。 

 T：反対側にある辺のことを表す何かいい言い方がないかな。 

C:「向かい合う辺」って教科書に書いてあるよ。 

 T：「辺」「長さ」「等しい」「向かい合う」を使って,長方形の特徴をまとめてみよう。 

対話の中で図形を構成する要素に着目できるように促しながら【思考・判断・表現】,長方形について知り【知

識・技能】,それを再構成できる【思考・判断・表現】ような授業づくりを行う。 
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４ 研究の構想 

（１） 主題の捉え方

令和４年度は， 

「読解力」とは，文章を正確に速く読むことができ，文章と図や絵・写真を結びつけて

自分の考えに生かすことができる力 

と考えて研究を進めた。令和５年度は，「読解力」を算数科にあてはめて， 

・問題や課題に出会ったときに，分かることや分からないことを表現できる力

・学んで得た知識や用語を使って考え，表現し直すことができる力

・他者の考えを読み取り，続きを表現することができる力

であると捉え，研究を進める。 

（２） めざす児童の姿

上記の３つの力を身につけた児童の育成を目指す。

（３） 研究の目標

複式学級における算数科の間接指導の場面に着目して，児童が主体的に話し合いながら

学習を進める活動の中で読解力を高める指導の工夫を探る。また，学習意欲を育む環境づ

くりを進める。 

（４） 研究仮説と手立て

考える力・表現する力を育てる授業づくりを行い，児童の思考の流れを予測し，学習過

程毎のポイントや手立てを意識した指導の工夫を行えば，読解力の高い子が育つであろう。 

学習過程 ポイントや手立て 

つかむ・ 

見通す 

・分かること，分からないことなどを表現する場を設定する。

・児童の問題意識を元に，めあてを設定する。

自分で ・既習事項や教科書を活用する姿，友だちと考える姿を大切にする。

・教科書に記載された考えの続きを考えさせる。

・自信を持つことができるように，よさを認める。

一緒に・ 

まとめる 

・分からなかった人や途中までの人からつないでいく。

・図を使ったり，書き込んだりする姿を大切にする。

・算数用語を用いてまとめる。

広げる・ 

振り返る 

・学習を活用する良さを味わわせる。

・友だちや自身の成長を感じることができるように促す。

（５） 仮説検証方法

・授業実践を通して，次のような児童の姿が表出されたか，そのために有効な支援は何で

あったかを検討する。

・問題や課題に出会ったときに，分かることや分からないことを表現できる

・学んで得た知識や用語を使って考え，表現し直すことができる

・他者の考えを読み取り，続きを表現することができる

・アンケート 分析
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Ⅱ 具体的な取組 

１ 学習環境の整備 ★：資料番号

取組 内容 担当 

ガイドの作成・改編・

改廃      ★１ 

児童が主体的に話し合いながら学習を進め，学びを深めるた

めの手段としてガイドを作成・改編・改廃する。（児童とと

もに） 

各学級 

「算数 学習のヒント」

の作成と掲示，活用 

★２

児童が参考にすればヒントを得ることができ，動き出すこと

ができるように学習の過程にそって「算数 学習のヒント」を

作成し，教室に掲示する。また，シールを貼るなどして児童

の姿を価値づける。 

全職員， 

各学級 

算数お助けグッズ整備 数え棒や位取り表などお助けグッズをひとまとめにして学級

の棚に置き，子どもたちが自由に活用できるようにする。 

担任集団 

ぐんぐんタイム 

（清掃後，１５分間） 

★３

火，水，金：各学級で，プリントなどを活用して基礎学力の

向上に取り組む。（プリントは全校分をまとめて印刷，保

管し，児童が自分でプリントを取って進める。） 

木：全校でランチルームに集まり，集中トレーニングなどを

行う。 

担任集団 

研究部 

詩の暗唱チャレンジ 

（適宜更新）  ★４

昇降口に詩を掲示し，暗唱した児童に賞状を送る。 教頭 

お昼のお話・クイズ 

（週 1，2回程度）★５ 

全校でのランチ時に，語彙を増やすことや視野を広げること

を視点にして，お話やクイズを行う。 

校長 

※他にも各職員が「よい」と思ったことは積極的に取り組み，共有する。（毎週火曜日，担任会） 

２ 授業を通して 

取組 内容 

研究仮説の手立てを各

授業で講じる 

Ⅰ-４-（４）参照 

児童の学びに向かう姿

を価値付ける 

・児童の学びに向かう姿を口頭で価値付けるだけでなく，「算数 学習の

ヒント」にシールを貼ったり，新たに書き加えたりする。

・算数の授業以外でも「算数 学習のヒント」活用する。

教師がモデルとなる ・「算数 学習のヒント」にある「いっしょに 考える言葉」を実際に教

師が使ったり，本時の児童の思考の流れを予測し，学びを深めるため

の誤答を出したりする。

【例】○さんが言ったことが，途中から分からなくなっちゃった～ 

えっ！～だと思うんだけどな～ 

とりあえず，先に進んでみよう   など 

担任会を活用する ・担任会を活用して各クラスの取組や授業実践の交流を行う。

・研究授業の際には，担任による指導案作成の前に教材検討会を行う。

視点は，児童の実態，教材の特徴，手立ての具体化。

準備物は，教科書のコピー，担任の思い，指導要領解説。
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★１ ガイドの作成・改編・改廃 

※1･２年生は黒板の端に「学習のながれ」を担任が毎時書いている。これが「ガイド」となり，

ガイド役以外の児童も見通しをもって学習を進めることができるようにしている。
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ある日の 1･２年生教室の板書（授業開始前） 

ある日の３･４年生教室の板書（授業後） 

授業の最初に「学習のながれ」をガイド役

児童が前に出て読み上げ,確認する。 

授業開始前に過程を表す言葉を掲示しておくことで,板書の使い方や 1 時間の見通しを

もつことができるようにしておく。 
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※３・４年生は「いっしょに・まとめる」の課程において，説明しながら書き加えることや，友

だちの考えを読み取ることを大切にしている。
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※５･６年生は「ガイド学習の進め方（例）」をクラスで一度確認した。各授業については,本時用

に担任がメモした物をガイド役児童に手渡している。
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ある日の 5年生のガイド 
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★２ 「算数 学習のヒント」の作成と掲示，活用 

シールを貼ったり，書き加えたりして児童の姿を価値づける。 
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★３ ぐんぐんタイム 

火，水，金：プリントなど 

木：全校でランチルームに集まり「ふわもこ集中タイム」 

参考：『1分間 集中トレーニング』2008 上嶋恵 学陽書房 

★４ 詩の暗唱チャレンジ ★５ お昼のお話・クイズ 

今日は「いろはかるた」の「と」です。 

僕は次、このプリントだな。 

チェック表を使って，自分が取り組んだプリントを確認させることで、頑張りを可視化する。 

「線の落書きをします。」 

― 10 ― 




